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大学・大学生の特性に対応した初年次キャリア教育プログラムの開発について

植 上 一 希1

藤 野 真2

1．研究の背景と目的

周知のように、大学生のキャリア形成の困難化が進展
するなかで、大学におけるキャリア教育の必要性は高
まっている。政策においては、2010年に大学設置基準が
改正され、2011年にはすべての大学でキャリア教育を行
うことが義務づけられるようになっている。
他方、大学生の大学教育への適応困難化が進展してお

り、それに対応する大学教育改善の要請は高まってい
る。とくに、大学1年生を対象とする初年次教育の改善
は政策的・実践的に重視されている。
こうした、大学に対するキャリア教育実施と教育改善

という2つの要請は、次の3点を背景として共有してい
る。すなわち、第1が大学・大学生をとりまく社会の変
容（大学・大学生に対するニーズの変容）であり、第2
が大学の大衆化（大学進学率の上昇）のなかで必然的に
生じる大学生の変容である。第3がキャリア教育の効果
を実質化させるためには、地域の文脈に落とし込まれ
た、地域の文脈に「カスタマイズ」されたキャリア教育
の必要性である（図1参照）。
したがって、大学におけるキャリア教育と教育改善を

効果的に進めるためには、これらの共通する背景をふま
えて、両者を連関させて展開させる必要があり、とくに
大学における学習の基盤となる初年次段階を対象とした

大学教育改善と結び付けたキャリア教育の体制づくりと
プログラム開発は、その展開にとって不可欠になってい
る。
一方で本研究チームのメンバーである植上と藤野は福

岡大学において1年生を対象とした共通教育科目「福大
生のためのキャリアデザイン」を実施してきた。後で詳
述するように、この科目は初年次キャリア教育として位
置づけることができる科目であると同時に、教職協働で
実施する科目という特徴を有しており、上述の問題意識
を達成するうえで、適当な科目となっている。
したがって、本研究は「福大生のためのキャリアデザ

イン」を題材として、初年次キャリア教育のプログラム
開発を行っていくことを目的とおく。他大学の初年次
キャリア教育の調査はもちろんのこと、様々な教育実践
や理論、ならびに授業関係者への聞き取り調査などを通
して、より良い初年次キャリア教育プログラムを開発す
ることを第1の課題とし、その開発・実施過程のなかで
見えてきた様々な論点・課題について整理し、今後の
キャリア教育の体制づくりとプログラム開発に資するこ
とを第2の課題とする。

2．大学・大学生の特性に応じたキャリア教育
プログラム開発の必要性

大学における教育改善とキャリア教育の推進を連関さ
せて展開していく際、重要なのがそれぞれの大学・大学
生の特性に応じるという観点である。すなわち、福岡大
学でキャリア教育プログラムをつくるのであれば、福岡
大学ならびに福岡大学生の特性に応じる観点がその中心
におかれなければならない。当たり前のようなことをな
ぜこのように強調するのかといえば、もちろん、キャリ
ア教育の推進にあたりこの観点がふまえられていないこ
とが多いからであるし、そうして実施される教育の効果
は非常に低いからである。本節では、本研究の前提とな
るこの観点について、確認しておきたい。

1 福岡大学 人文学部
2 福岡大学 商学部

図1 大学における教育改善とキャリア教育推進の政策的背景
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⑴ キャリアの多様性・具体性⇔キャリア教育の画一
性・抽象性
キャリア形成について考える際にまず確認すべきこと

は以下の2点である。
第1に、原理的にキャリア形成は非常に多様でありそ

れぞれ具体性を有するものであるということ。
第2に、現実的にみても、急激な社会変容のなかで、

20世紀段階において典型的と思われてきた「標準的な
キャリア形成」モデルは揺らいでおり、個々人の社会属
性によって期待されるキャリア形成自体も多様化してい
るということ。
実際、第1の点を基盤として、第2の状況が広がって

きたからこそ、キャリア教育の必要性が高まってきたと
いうのが政策的な背景である。
しかし、大学におけるキャリア教育はこれらの2点

を、（たとえそれが必要だとわかっていても）実質的に
おさえることができないまま実施されることが多い。た
とえば、理論面においては、キャリア形成の多様性を謳
いながらも結果として抽象的なキャリア形成モデルを押
し付けていくキャリア教育論は少なくない。また、1990
年代後半以降の日本社会の急激な社会変容を把握してい
ない議論や、都市部と地方部におけるキャリア形成の違
いなどをふまえていない議論も非常に多い。そのため、
結果として、大学におけるキャリア教育は、都市部（と
くに東京・名古屋・大阪等の大都市部）におけるキャリ
ア形成を標準モデルとして、理論的・実践的に展開され
る傾向が強くなってしまっている。
こうした都市型のキャリア教育を画一的に地方大学に

導入しても、期待される効果は低い。求められるのは、
現在（そして将来）の地方部におけるキャリア形成の多
様性・具体性をふまえた形での、キャリア教育プログラ
ムの開発である。

⑵ 福岡大学生のキャリア形成の現実に対応するキャリ
ア教育プログラム開発という課題
近年では若者の地元志向が指摘されており1、地方都

市を中心に据えた新しい移行モデルの構築とキャリア形
成支援の方策の検討が喫緊の課題となっている。それ
は、九州の中心都市としての発展を続ける福岡市に拠点
を置く福岡大学のキャリア教育を構想する際においても
求められる観点である。
上記の問題関心にもとづき、筆者らは2011年から九州

という地域性、そして福岡という地域性に焦点を当て
て、その労働市場の実態と学生のキャリア形成意識につ
いて調査を行ってきた2。調査等から見えてきたのは、
キャリア形成に関する九州そして福岡地域の独自性であ
る。九州・福岡の地域経済構造と若年層のキャリア形成
意識はいずれも他の地域とは異なる特徴を有しており、
それをふまえたキャリア教育が構成されなければならな

い。
また、当然のことながら、社会階層的な観点も加えら

れる必要がある。福岡大学に進学してくる学生の社会階
層、福岡大学の卒業生たちが属する社会階層、さらには
それらから導き出される福岡大学（生）に期待されてい
る社会階層的視点とは何か。
それらの具体的な検討（そのうえでの改善が展望され

るのも望ましい）と、福岡大学としての人材像・教育像
の理念との突き合せのなかで、福岡大学生に対するキャ
リア教育の構想がなされていくのが、学生にとっても大
学にとっても、効果と意義が期待される方向だと言えよ
う。

3．福岡大学における初年次キャリア教育プロ
グラムとしての「福大生のためのキャリア
デザイン」

福岡大学においては、就職・進路支援センターやエク
ステンションセンターが、学生のキャリア形成支援の取
り組みを行ってきた。また、各学部において独自の取り
組みもなされてきている。こうしたなかで大学の正課教
育にキャリア教育を位置づけるという方針のもと、2012
年度から1年生対象の共通教育科目として「福大生のた
めのキャリアデザイン」が設置され2020年度で9年目を
迎えている。本節では、福岡大学における初年次キャリ
ア教育プログラムとしての「福大生のためのキャリアデ
ザイン」の特徴等を見ていこう。なお、現在の授業担当
者は筆者（植上）と商学部の藤野真准教授であるが、2012
年度～2014年度までは筆者と人文学部の寺崎里水准教授
（現在、法政大学キャリアデザイン学部）の2名で担当
した。

⑴ 「大学生（福大生）になる」ことと「大卒（福大卒）
後のキャリア」を結びつける観点の重視
～初年次教育とキャリア教育の連結
「福大生のためのキャリアデザイン」の特徴の第1は、
在学段階と卒業後段階のキャリア形成をつなげる形で
キャリア教育をとらえるところにある。一般的に大学に
おけるキャリア教育は就職（活動）時点に焦点が当てら
れがちだが、より広いスパンで大学生のキャリア形成を
とらえることで大学におけるキャリア教育の有効性が高
まると私たちは考えている。
そしてその際、「社会化」に関する基本的な観点をキャ

リア教育に導入する必要がある。すなわち、人は自分が
参入した「社会」におけるルールや役割を具体的に理解
し実行していくことで、自分自身をつくりあげ、かつ「社
会」に定位していくという観点である。そこから大学に
おけるキャリア教育の観点として転換されるのが、次の
2点。第1に「社会化」をスムーズに果たすための訓練
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2020年度「福大生のためのキャリアデザイン」シラバス 概要

本講義は1年生を対象に行う。
中心となる問いは、「大学生になる」とはどういう

ことか、である。1年生は大学生としてのライセンス
を得た状態にいるが、そのライセンスを中身あるもの
にしていくことが、「大学生になる」ということに他
ならない。この「大学生になる」ために必要な考え方
や取り組み方について、本講義では、具体的な実践も
とりいれながら習得していく。
その際、この福岡大学において受講者が「福大生に

なる」という具体的な観点をとくに重視し、福大生の
置かれている社会的位置やかけられている期待、福岡
大学において活用できる諸資源とそれを用いての成長
可能性などを学んでいく。
それをもとに、自立とは何か、職業とは何か、キャ

リアをデザインするとはどういうことか、キャリアを
デザインするために大学でどのようなことを学び、身
につけておかなければならないのかなど、自分自身の
キャリアを考えるために必要な基本的な知識や考え方
を理解することを目的とする。

写真1 福大職員が参加してのグループワーク

をするということ。そしてより重要なのが、第2に大学
という「社会」への参入・定位が、大学卒業後の「社会」
への参入・定位に連続的につながるということである。
すなわち、大学1年生が大学という「社会」に参入・

定位する過程そのものを「社会化」の訓練として位置付
けるとともに、それを単純な大学への適応教育として処
理するのではなく、大学卒業後の「社会化」と連続的な
ものとして把握するという観点からキャリア教育を行う
というのが、「福大生のためのキャリアデザイン」の基
本的視座となる。そして当然のことながら、受講生にとっ
ての大学とは福岡大学という具体的な社会であるから、
とくに重視されるのは「福大生になる」ことと「福大卒
後のキャリア」との連結となる。
下記の文章はシラバスの授業概要だが、ここにも書い

てあるように、学生が大学生（福大生）としての自己認
識を確立し大学（福大）における諸資源を活用していく
こと、そして、そうした取り組みを通じて在学段階から
卒業後段階のキャリアを主体的にデザインできるような
力量を形成することが、大学におけるキャリア教育の到
達目標の1つとして置かれるべきだと私たちは考えてい
る。とくに、初年次教育としては「大学生（福大生）に
なる」という観点は丁寧かつ具体的に置かれなければな
らない。

従来、初年次教育とキャリア教育は連結してとらえら
れることはほぼなかったが、その両者を連結した点が「福
大生のためのキャリアデザイン」の第1の特徴である。

⑵ 正課教育と正課外支援の連携という観点の重視～教
職協働の契機と意義
「福大生のためのキャリアデザイン」の第2の特徴は、
大学生に対するキャリア教育は正課教育と正課外教育の
連携という観点を重視している点である。
第1の特徴でも見たように、「福大生のためのキャリ

アデザイン」は大学という「社会」への参入・定位過程
を学生のキャリア形成力量の重要な契機として位置づけ
ているが、その位置づけから導出される根本的な問い
は、「学生が参入・定位していく大学という『社会』と
は何か」であり、その根本的な問いを念頭に置きながら、
その「社会」の具体的な要素を抽出していくことがキャ
リア教育を展開するうえで必要な作業となる。
上記の問いと作業は非常に難しいものであるが、「福

大生のためのキャリアデザイン」を展開するにあたっ
て、私たち教員側（植上・寺崎・藤野）が共通教育セン
ター（現：共通教育研究センター）の多大な協力を得て
お願いしてきたのが、大学の各部署の協力である。福岡
大学という「社会」の主要な構成員は、学生、大学教員、
大学職員であり、学生のキャリア形成の主要な契機は正
課教育と正課外支援となる。そうした把握のもと上記の
作業にあたって、学生のキャリア形成にとくに関わりが
深い部署の協力は不可欠だという判断が授業の開始時か
らあった。6年間のなかで、この授業に協力いただいて
きたのが、教務課、学生課、就職・進路支援センター、
エクステンションセンター、HDセンター、教職課程教
育センター、教育開発支援機構の各部署である。授業の
構成についてのアドバイス、ゲスト講師の派遣、学生に
有意義な情報の提供などを、毎年ご協力いただいてい
る。そして、学生からの授業評価アンケート等でも、こ
の点に関する肯定的な意見はとても多く、「福大生にな
る」という行為を支えるうえでの教職協働の重要性を私
たち教員自身も強く感じている。
初年次教育にせよ、キャリア教育にせよ、従来はなか

なか教職協働の観点は導入されてこなかったが、それを
導入しているのが「福大生のためのキャリアデザイン」
の第2の特徴である。

大学・大学生の特性に対応した初年次キャリア教育プログラムの開発について（植上・藤野） ―3―
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⑶ 成果の発信など
初年次キャリア教育の実践事例として、「福大生のた

めのキャリアデザイン」の成果や意味について学外への
発信も行っている。主たる学会報告は以下の2つ。

① IAVEG International Conference 2015（国際キャリ
ア教育学会2015年大会）シンポジウム
Assistance activities for the school-to-work transition

from the standpoint of rural areas in Japan
（邦題：地方都市から考える日本の学校から労働市場へ
の移行と支援）
（報告者：寺崎里水・植上一希・藤野真・丹田佳太）

②第66回九州地区大学教育研究協議会
大学・大学生の特性に対応した初年次キャリア教育
－「福大生のためのキャリデザイン」を事例に－
（報告者：藤野真・植上一希・白谷美紗樹・渡邉晶帆）

また、「福大生のためのキャリアデザインのテキスト」
をもとにした教材開発の成果として『大学生になるって
どういうこと？－学習・生活・キャリア形成－』（植上
一希・寺崎里水・藤野真、大月書店、2014年）も刊行し
ている。

4．本研究の構成

以上、見てきたように「福大生のためのキャリアデザ
イン」は、福岡大学における初年次キャリア教育として
の位置づけで展開してきた。また、その実施のなかで大
学教育改善という課題とも関連する位置づけを有してき
たと考えている。
私たちのチームはこの科目を題材として、初年次キャ

リア教育としてより効果的な教育プログラムを開発して
きた。本報告書では、その成果である2020年度実施の教
育プログラムを、「第1部：プログラム『福大生のため
のキャリアデザイン』」として報告する。
また、プログラムの開発・実施過程のなかで見えてき

た様々な論点・課題については「第2部：教職協働によ
る初年次キャリア教育の開発と実施の諸側面」として報
告する。

注
1 乾彰夫編著『高卒5年 どう生き、これからどう生き
るのか－若者たちが今＜大人になる＞とは』大月書
店、2013年。

2 寺崎里水、植上一希、藤野真：『大衆化した大学にお
ける学生の就業意識とキャリア形成支援』、福岡大学
研究部論集Ａ：人文科学編、13（3）、2014。

寺崎里水、植上一希、藤野真：『大衆化した大学にお
ける学生の就業意識とキャリア形成支援Ⅱ』、福岡大
学研究部論集Ａ：人文科学編、15（4）、2016。
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第1部

プログラム「福大生のためのキャリアデザイン」





プログラム「福大生のためのキャリアデザイン」について

植 上 一 希1

1．第1部について

第1部は「プログラム『福大生のためのキャリアデザ
イン』」というタイトルで、私たちが2020年度に開発・
実施した教育プログラムを報告する。
2020年度前期は、周知のようにコロナの影響で、福岡
大学でも授業は原則遠隔での実施となり、「福大生のた
めのキャリアデザイン」も遠隔授業となった。そのため、
ここでは、遠隔授業で用いた投影資料を中心に掲載をす
る。

2．2020年度の授業の概要

⑴ 体制について
2020年度は前年度までと同様に、共通教育研究セン
ター事務室の全面的な支援のもと、2人の専任教員（植
上・藤野）と、教務課、学生課、就職・進路支援センター、
エクステンションセンター、HDセンターの協力によっ
て授業準備を3月から進めた。しかし、コロナにより遠
隔授業となったことから、学生課による授業が困難とな
り、今年度に限り学生課の回は削除となった。また、当
初、学部生や大学院生の参加を予定していたが、遠隔授
業となったことから、彼らの授業参加も難しくなり、TA
の関与もなくした。代わりに、2018年度にTAとして
関わった大学院生の渡邉晶帆さんに1回分のゲスト講義
を依頼した。
授業は、木曜日の1時間目と2時間目に設定し、同じ

内容を2つのクラスに実施した。Webex を用いたリア
ルタイム型を中心に実施した。
学習評価（成績評価）に関しては、2019年度までは2

回のレポートと定期試験での実施を行っており、当初は
その予定でいたが、定期試験が実施できなかったため、
最終レポートを代替として課した。

⑵ 受講生について
木曜日1時間目の登録者数は64名。すべて1年生であ

り、学部の内訳は、商学部17名、経済学部10名、スポー
ツ科学部5名、人文学部29名、工学部3名である。

木曜日2時間目の登録者数は102名。すべて1年生で
あり、学部の内訳は、商学部17名、経済学部21名、スポー
ツ科学部8名、人文学部55名、工学部1名となっている。
「福大生のためのキャリアデザイン」は登録制限科目

となっており、今年度は十分な周知期間もなかったこと
もあり、例年よりも登録者数は少なかった。

⑶ 授業計画について
2020年度は急遽遠隔授業が決まったこともあり、それ
まで対面授業のなかで、アクティブ・ラーニング型の授
業を展開してきた「福大生のためのキャリアデザイン」
にとっては大きな授業内容の変更が迫られた。担当教員
2名で相談し、対面授業では実施することができない、
社会人とのワークや、学生同士のチーム作りなどは授業

1 福岡大学 人文学部

＜2020年度授業計画＞

回 日時 授業計画
1 4・30 オリエンテーション
2 5・7 大学生になるってどういうこと（第1章）

3 5・14 大学生活・大学での学習①
なぜ大学生になったのか（第3章）

4 5・21 大学生活・大学での学習②
未来について考える

5 5・28
課題作成
「どのような大学生になりたいのか①
－過去・現在・未来－に焦点をあてて」

6 6・4 福岡大学での支援体制①
大学での学習を支援する教務課

7 6・11 大学生活・大学での学習③
大学生の学びの特質（第4章）

8 6・18 福岡大学での支援体制②
学生生活を支援するHDセンター

9 6・20 先輩に聞く大学生活の送り方・学び方

10 6・25 大学生活・大学での学習⑤
学生の悩み・躓きやすいことに答えて

11 7・2 課題作成
「どのような大学生になりたいか②」

12 7・4 福岡大学での支援体制③
キャリア形成を支援する就職・進路支援センター

13 7・9 福岡大学での支援体制④
キャリア形成を支援するエクステンションセンター

14 7・16 まとめ
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としても削除した。また、どうしても、遠隔授業では内
容をスリム化する必要にも迫られた。
一方で、遠隔授業でもできること、コロナ禍の現状に

おいて大学1年生、福大1年生に伝えたいことを新たに
授業計画の中に入れ込んでいった。
それゆえに、今回報告する2020年度版のプログラムが

「福大生のためのキャリアデザイン」の完成版なのかと
いえば、そうではないかもしれない。しかし、対面授業
でのプログラム内容を厳選し、かつ、2020年度の教育危
機に対応したプログラムとして、むしろ2020年度のプロ
グラムを報告すべきという結論に至っている。その判断
の是非については、読み手に委ねたい。
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第2部

教職協働による初年次キャリア教育の
開発と実施の諸側面





教職協働による初年次キャリア教育の開発と実施の諸側面

植 上 一 希1

1．第2部について

すでに述べてきたように、「福大生のためのキャリア
デザイン」は教職協働で開発・実施してきたプログラム
であり、また、初年次キャリア教育という特徴を持つ授
業でもある。第2部では、この2側面にとくに注目しな
がら、プログラムの開発・実施過程のなかで見えてきた
様々な論点・課題について「教職協働による初年次キャ
リア教育の開発と実施の諸側面」として報告する。

2．教職協働と「福大生のためのキャリアデザ
イン」

初年次教育にせよ、キャリア教育にせよ、従来はなか
なか教職協働の観点は導入されてこなかったが、それを
導入しているのが「福大生のためのキャリアデザイン」
の特徴の一つである。
藤野・渡邉は日本産業教育学会第59回大会自由研究発

表（2018年）において、「大学・大学生の特性に対応し
た初年次キャリア教育プログラムの開発（2）－教職協
働の契機と意義－」というタイトルで、福岡大学におけ
る教職協働の取り組みとしての「福大生のためのキャリ
アデザイン」の意義を報告した。ここでは、大会におけ
る投影資料を収録する。
また、植上と藤野は「福大生のためのキャリアデザイ

ン」に協力していただいた複数の福岡大学事務職員に聞
き取り調査を実施した。
植上は、講義担当者への聞き取りを主題として、「福

大生のためのキャリアデザイン」発足当初（から）にお
いて、学生課の担当をしていただいた野田堅三さん、教
務課の担当をしていただいた一瀬信介さん、就職・進路
支援センターの担当をしていただいた假野陽介さんへの
聞き取りと、2018年度からエクステンションセンターの
担当をしていただいた北嶋太樹さんへのインタビュー調
査を実施した。そのデータの分析について「福大生のた
めのキャリアデザインにおける教職協働の意義－職員へ
のインタビュー調査をもとに－」として報告する。
また、藤野はその他の様々なグループワーク等に参加

していただいた複数の事務職員の方への聞き取り調査を
実施した。そのデータの分析について「事務職員（参加
者）への聞き取り調査の分析」として報告する。
他方、教職協働は、TAや SAまでも広くとらえてよ

いだろう。実際、「福大生のためのキャリアデザイン」
では毎年、大学院生が授業補助員としてグループワーク
などに参加し、自身の経験などを語る機会なども設けて
いる。2018年度に自身がTAとしてこの授業に関わっ
た渡邉は、その経験もふまえて、その意義について「教
職協働におけるティーチング・アシスタントの意義」と
して報告する。

3．初年次キャリア教育と「福大生のためのキャ
リアデザイン」

先述したように、「福大生のためのキャリアデザイン」
は初年次キャリア教育としての特徴を有している。
植上・白谷は日本産業教育学会第59回大会自由研究発

表（2018年）において、「大学・大学生の特性に対応し
た初年次キャリア教育プログラムの開発（1）－初年次
教育とキャリア教育の連結－」というタイトルで、福岡
大学における初年次キャリア教育の取り組みとしての
「福大生のためのキャリアデザイン」の意義を報告し
た。ここでは、大会における投影資料を収録する。
また、他大学でのキャリア教育との比較検討も必要で

あろう。その一作業として、渡邉がまとめた「他大学の
キャリア教育」も掲載する。

1 福岡大学 人文学部
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大学・大学生の特性に対応した初年次
キャリア教育プログラムの開発（2）

－教職協働の契機と意義－

藤 野 真1

渡 邉 晶 帆2

本報告の要点

・福大生のためのキャリアデザインでは、新しい「社会
（直近では、大学。将来的には卒業後の社会）」に移
行すること、移行する「社会」を理解することと移行
の訓練に力点をおいている。

・まず理解すべき大学という「社会」を教員、大学職員、
TAといった複数の主体によって描き出している。教
職協働により実施している。

・大学職員の授業への参加は、大学職員のキャリア形成
に寄与している。

・TAは授業の中で研究・職務経験を積んでいる。

教職協働（1）

大学設置基準の大綱化（1991年）
大学職員は教員とのよきパートナーシップを構築し、

大学運営にとって積極的な役割を果たす存在であると
いった新たな考え方に置き換えられるようになった（大
学審議会答申1995、中央教育審議会答申2008）。この新
たな大学改革における中核的な取り組みとして注目され
るようになったのが「教職協働」である。

教職協働（2）

教職協働のあり方としての「車の両輪」論
「教職協働」は、「車の両輪」に特徴付けされ、教員

と大学職員が対等な関係に基づき、教員は教員の仕事と
役割を、大学職員は大学職員の仕事と役割を果たすこと
を通じて大学運営を協働して行うことを意味している
（松下1992、今田2008）。
福大生のキャリアデザインは教育における教職協働の

一つの取り組みである。

福大生のためのキャリアデザイン（1）

福大生のためのキャリアデザイン
→導入教育であると同時にキャリア教育。
→新しい「社会」への参入と定位の理解と訓練。
参入・定位する「社会」を描き出す
→大学教員・大学職員・TAといった複数の主体で
「社会」を描き出そうとしている。

福大生のためのキャリアデザイン（2）

福大生のキャリアデザインでの描き出し方
・大学教員＝正課教育と教員視点からの大学
・大学職員＝正課外教育と職員視点からの大学
・TA＝少し先を行く人としての立場からの大学
複数の主体によって大学を描き出している。

複数の主体により大学を描き出す（1）

大学教員が「大学を描く」とき担っていること
・大学の大衆化のなかで学生が「学問」志向ではなくなっ
ている現代において、専門の領域を超えて「学問」へ
と引きつけることを担っている。学問へ引きつけて、
そのあとに専攻する学問領域に踏み込んでいくという
ステップを作ること。

・中等教育で身につけた勉強のあり方の「アンラーニン
グ（学習棄却）」を行うこと。

複数の主体により大学を描き出す（2）

大学職員が「大学を描く」とき担っていること
・正課外を描き出す。教務課・学生課・HDセンター・
就職進路センターにより、正課外活動を描きだすこ

1 福岡大学 商学部
2 福岡大学大学院
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と。－第5回：教務課、第9回：学生課・HDセン
ター、第11回：就職・進路支援センター

・卒業後の「社会（とくに労働世界）」を描き出すこと
（薬学部事務室・地域ネット・人事課・企画課・大学
院事務室）。－第14回：「ネガポジダイアログ」

複数の主体により大学を描き出す（2‐1）

複数の主体により大学を描き出す（2‐2）

複数の主体により大学を描き出す（3）

TAが「大学を描く」とき担っていること
・学生に近い存在として、授業内容に現実味をもたせる
役割。進学前の状況や学生生活、キャリア選択に関し
て当事者として「翻訳」し、「補助線」を引く。

・福岡大学の卒業生というひとつのキャリアモデルとし
ての役割。九州・福岡出身であること、女性であるこ
と、多様な進学者が存在する中での不本意進学者であ
ること、大学在学中にキャリア変更した学生、大学院
生として。

複数の主体により大学を描き出す（4）

小括
・大学教員・大学職員の協働を通じ、正課教育・正課外
教育の「意味付け」を行なっている。そして、それら
を利用するステップを設計している。

・正課教育・正課外教育の射程（それらによる到達点）
を提除する役割としてキャリア教育を授業に組み込ん
でいる。

・大学生になることという点に関して授業の稠密さを
アップさせるために、大学教員・大学職員では不足し
ている部分をTAが担っている。

教育を担う側の学び（1）

大学教員の学び
・自学部のことにしか関わりを持つ機会がなかったが、
この講義を通じ、他学部のこと、大学職員という社会、
TAといった、福岡大学という「社会」に対する理解
が深まった。

・福岡大学という社会への理解の深化が、大学教員（福
岡大学の教員）としての役割・振る舞い方を再定義す
るきっかけになった。

教育を担う側の学び（2）

大学職員の学び
・自分の仕事を「社会」の中に位置づけるようになる。
・学生（福大生）の具体的な実像を知る。自分の仕事（と
くにバックオフィス系の職員）の意味付けができる。

・こういったことを実現することには何が必要か考える
ようになった。

教育を担う側の学び（3）

TAの学び
・大学院生のキャリアにつながる業務内容として。①研
究者（大学教員）を志望する中で講義経験を経ること、
②教職協働の取り組みにかかわること、③初年次キャ
リア教育の取り組みにかかわること

・大学院生の学習成果のアウトプットの機会として。自
らの専攻で学んだこと（教育学）を活かすこと

・大学院生自身のキャリアを振り返る機会として。自ら
の「キャリアデザイン」を概念的に説明すること

教育を担う側の学び（3‐1）

TAの学び（補論）
・TAを通してアウトプットの機会をもつことが、大学

第2部 教職協働による初年次キャリア教育の開発と実施の諸側面 ―13―
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院生の研究面においてもキャリア面でも有用である。
（活動そのものがフィールドに活かされる場合もあれ
ば、アウトプットすることで研究にかえる場合もあ
る。）

・出席チェックやレジュメ印刷・配布の業務のみなら
ず、TAとして固有の役割を果たすことがやりがいに
なる。≒現状として、雑務のみのTAもあるが「学
び」にはなりにくい。⇒実質的なTAの役割を問い
ただす必要がある。

本報告の要点

・福大生のためのキャリアデザインでは、新しい「社会
（直近では、大学。将来的には卒業後の社会）」に移
行すること、移行する「社会」を理解することと移行
の訓練に力点をおいている。

・まず理解すべき大学という「社会」を教員、大学職員、
TAといった複数の主体によって描き出している。教
職協働により実施している。

・大学職員の授業への参加は、大学職員のキャリア形成
に寄与している。

・TAは授業の中で研究・職務経験を積んでいる。
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「福大生のためのキャリアデザイン」における教職協働の意義
－職員へのインタビュー調査をもとに－

植 上 一 希1

1．「福大生のためのキャリアデザイン」におけ
る教職協働の意義の検討

⑴ 「福大生のためのキャリアデザイン」における教職
協働
「福大生のためのキャリアデザイン」では、大学とい

う「社会」への参入・定位過程を学生のキャリア形成力
量の重要な契機として位置づけており、そして当然のこ
とながら、福大生にとっての大学とは福岡大学という具
体的な社会であるから、とくに重視されるのは「福大生
になる」ことと「福大卒後のキャリア」との連結となる。
こうした福岡大学への社会化を見据えたとき、学生に

対して提供される知識・技能・志向性は、当然のことな
がら正課教育についてのものにとどまるものではなく、
正課外教育など大学教育全体を含むものとなるし、ま
た、大学の構成員になるという観点から、大学を構成す
る様々なメンバーについての理解も必要となる。
こうした考えのもと、「福大生のためのキャリアデザ

イン」の設計において植上・藤野が重視してきたのが、
大学教育を構成する様々なメンバーによる、福岡大学の
資源や可能性の紹介である。たしかに、大学教員も初年
次教育において一定の役割を果たすことはできるが、そ
こには限界がある。初年次キャリア教育を大学教員のみ
に任せるのではなく、むしろ、多様なメンバーに協力し
てもらうことで、福大生の社会化を促進するより効果的
な初年次キャリア教育を実施できるのではないか。
そうした仮説から、「福大生のためのキャリアデザイ

ン」においては、とくに学生にとって身近な部署の職員
に協力を要請して、授業の構成についてのアドバイス、
ゲスト講師の派遣、学生に有意義な情報の提供などを、
毎年ご協力いただいてきた。部署として、この授業に協
力いただいてきたのが、教務課、学生課、就職・進路支
援センター、エクステンションセンター、HDセンター、
教職課程教育センター、教育開発支援機構の各部署であ
る（なお、その他の部署からも様々な形で職員の協力を
得てきた）。

⑵ 教職協働に対する学生評価の高さと大学教員側の自
己評価
授業の特質から結果的に、教職協働が「福大生のため

のキャリアデザイン」という授業で実現したことになっ
たのであるが、幸いなことに、受講生からはこの点に関
する肯定的な意見はとても多い。ここでは詳しくは紹介
することはできないが、毎年の授業アンケート（FU-
RIKAなど）では、個別の部署や職員の名前を指摘しな
がらの肯定的な感想が多くあり、学生の授業評価という
指標においては、「福大生のためのキャリアデザイン」
における教職協働は一定の意義があることが確認できて
いる。
また、教職協働の重要性を植上・藤野も、この「福大

生のためのキャリアデザイン」を通して強く実感してき
た。この授業の実施前までは、自学科・自学部のことを
中心に福岡大学のことをとらえがちだったが、この授業
を通して様々な部署の方々の業務の実態やそこでの工
夫、学生へのアプローチを知り、また職員の方々のキャ
リア形成の多様性を知るなかで、大学という組織の構造
やメンバーシップ理解が広がり深まったと実感してい
る。こうした理解は、大学教員、とくに福岡大学の教員
としての役割・振舞い方を再定義する契機にもなった。
本報告書では詳しく展開することはできないが、この点
については改めて論じたいと考えている。

⑶ 「福大生のためのキャリアデザイン」における教職
協働の意義の検討－職員の側からのとらえ方
では、教職協働のもう一方のアクターである事務職員

（以下、「職員」）の側は「福大生のためのキャリアデザ
イン」をどのようにとらえているのだろうか。本稿の課
題はこの点の分析である。
本稿では、「福大生のためのキャリアデザイン」に深

く関与してきた4名の職員へのインタビュー調査をもと
に、上記の課題解明を行っていく。
インタビュー調査の対象は以下の4名である。

1 福岡大学 人文学部
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・野田堅三氏：学生課（授業協力時の所属）
・一瀬信介氏：教務課
・假野陽介氏：就職・進路支援センター
・北嶋太樹氏：エクステンションセンター

インタビューは1人当たり40分―1時間程度で、半構
造化インタビューの形式を採用した。
インタビューでは大きく分けて、2つの知見を得るこ

とができた。第1が、職員側の「福大生のためのキャリ
アデザイン」の位置づけに関するとらえ方。第2が、職
員側の「福大生のためのキャリアデザイン」の意義づけ
に関するとらえ方である。
以下ではこの2つの要素を、インタビュー対象者の語

りを適宜引きながら、検討していく。

2．職員側の「福大生のためのキャリアデザイ
ン」の位置づけ

職員側は、「福大生のためのキャリアデザイン」に関
与するにあたって、部署として、また個人として、当初
どのような位置づけで臨んだのであろうか。
インタビューでは、学生へのアプローチの機会という

点と、教員の関係向上の機会という点を、4人とも強調
していた。この2点に焦点を当ててみていこう。

⑴ 学生へのアプローチの機会として
「福大生のためのキャリアデザイン」への関与にあた

り、インタビュー対象者らが共通して述べていたのが、
学生へのアプローチ機会としての位置づけである。たと
えば北嶋氏と假野氏は次のように語っている。

北嶋：（エクステンションセンターは）基本的に興味が
ある学生が、大前提。何か資格とか、何かしたいってい
う学生が来るので、もう最初から興味づけというか、そ
こっていう部分はもうクリアされている段階で説明をす
るので、全く知らないよっていう学生に対してっていう
機会というのは、すごい、ないこと。（中略）
実際に話すことがあったとしても、１対１でしか話す

機会というのはほとんどなくて、という現状がある中
で、実際にこのキャリアデザインでは、１対マス、１００
人以上の規模で話す機会があったというのは、かなり大
きな変化かなというふうに思います。で、１対マスになっ
て、なおかつこちらから好きにアピールができるってい
う部分は、大きいかな。

假野：就職センターのイベントって、みんなが聞こうと
思って来ている人が多いんで（中略）。ゼミに呼ばれて
行ったりすると、もう本当にいろんな、興味ある人もい

れば、もう全然興味ない人もいるみたいな、いろんな学
生がいるんで…。

普段の業務ではどうしても一部の学生へのアプローチ
にとどまってしまうし、多様な学生にアプローチする機
会も作ることには限界がある。そうしたなかで、正課教
育という場は、学生へのアプローチの機会として位置づ
くと、職員らは認識しているのである。
くわえて、「福大生のためのキャリアデザイン」が1

年生を対象とした授業であることも、職員らは重視して
いる。その点について、たとえば假野氏は、以下のよう
に述べている。

假野：われわれとしても３年生以降の支援が大体、業務
の中心にはなってるんですけど、そこから何か学生に
言っても、もう間に合わないみたいなところが、何もし
てない、ただ単純に生活してるっていう子にとっては間
に合わない。（中略）
やっぱり低学年の授業というか、（中略）１年生すご

い大事だなっていうところが、うちとしてはあって…。

だからこそ、1年生に焦点を当てるこの授業で、早い
段階からの意識付けする機会として、この授業をとらえ
ていたという。

また、一瀬氏、野田氏は福岡大学に慣れていく、資源
を活用していくといった視野や、大学生としての心構え
を1年生から身に付けていくことの重要性を述べたうえ
で、この授業の位置づけを次のように語っている。

一瀬：大学の授業にとにかくすべて参加しなさいってい
うことと、いろんな設備とか施設をちゃんと使えれば、
いろんなサービスを今、展開してるんですよって（中
略）。正課でなかなかカバーできない部分をというとこ
だったので、どちらかというと、こういうふうな初年次
の教育を充実させるところに教員ではなくて職員が関与
できれば…。

野田：（１年生に対して伝えることとして）「つまずか
ないように」っていうのがコンセプト。「福大はいいと
ころぜ」っていう、愛校心を芽生えさせる。あと「困っ
たことがあったら、いつでも相談来いよ」と、この３本
柱です。

このように、職員らが自分たちの役割をより積極的に
果たす、学生にアプローチしていくための機会として、
「福大生のためのキャリアデザイン」を位置づけていた
というのがまず第1のポイントである。
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⑵ 教員との関係向上の機会として
一方で、インタビュー対象者の語りからは、こうした

授業での協働を通して、大学教員との関係向上をはかる
意図があったこともうかがえる。
たとえば一瀬氏は、「（教員と職員が）補完し合う関係っ

ていうの、どうしても作りたい」という思いから恒常的
に教員らの研究・専門分野などを調べるなどの努力を積
み重ねてきたという。そのうえで、「福大生のためのキャ
リアデザイン」のような授業は「教育の中で、正課の中
でプロジェクトみたいなものが作れれば、一番（協働と
して）入りやすい」という観点からも望ましいものとし
て位置づけられている。
また、野田氏は大学教員としての関係作りについて「い

ろんな業務を通じた先生との関係性の構築っていうのに
はものすごく力を注ぎましたし、労力使いました」と述
べたうえで、「授業しながら、先生との関係性を縮める
きっかけになるな」という思いを持っていたという。
假野氏、北嶋氏も含めて4人の語りに共通するのは、

大学における教職協働の重要性であり、その際、まずそ
のステップとなる大学教員との関係づくりだという。教
員とともに取り組むことができる「福大生のためのキャ
リアデザイン」のような授業は、その契機として位置づ
くと職員側はとらえているといえよう。

3．職員側の「福大生のためのキャリアデザイ
ン」の意義づけ

では、実際に「福大生のためのキャリアデザイン」を
実施して、そこでの教職協働について、職員側はどのよ
うな意義を感じているのであろうか。
インタビューでは、①学生へのアプローチについての

省察、②教員・授業観の変化、③職員の能力開発、とい
う点でその意義が語られた。この3点についてみていこ
う。

⑴ 学生へのアプローチについての省察
まず、共通して語られていたのが、学生へのアプロー

チについての省察が深まったという点である。たとえ
ば、一瀬氏や北嶋氏は、今までとは異なる学生へのアプ
ローチを試みるなかで、アプローチの仕方や、自身の仕
事を振り返ることとなったと語っている。

一瀬：こういうふうな授業を持たせていただくことで、
改めて本当に学生にどうアプローチ、どう指導していく
かっていう一つの側面を作るきっかけにもなる。自分の
部署のことを自分の業務だけをここでやっていた職員が
結局いろいろ広く学内のこと、学外のことっていう。ま
た来る学生さんの層もしっかりと分析できる。

北嶋：（エクステンションセンターに興味を持たない学
生に対してアプローチするために）、やはり興味づけ、
自分の話を聞いてもらう必要性があるっていう中で、ま
ずそこをしっかり、この人の話聞きたいなと思ってもら
えるような構成から、パワーポイントを作るようにって
いうのは意識づけしていました。（中略）
（そうした）機会を通して、エクステンションセンター
の役割づけとか意味づけっていうのを改めて考え直す機
会になったので、全くしなかったら、なかなかそういう
機会っていうのが、自分の仕事っていう部分でやっぱり
完結してしまうと思うので、すごく良い機会だったなと
いうふうには思います。

普段接することのない学生に対して、自分たちの業務
を伝えたり、その支援に興味や必要性を持ってもらう。
なかなか、普段の業務には入ってこない、アプローチを
あえて試みることによって、自身の仕事を省察すること
もできるし、従来の学生対応の在り方も省察することが
できる。そのような機会になると、4人は共通して語っ
ていた。
そして、こうした授業を通して新たにできた学生との

つながりや学生観の変化も、職員らのエンパワーの源と
もなるという。たとえば野田氏や北嶋氏は、「福大生の
ためのキャリアデザイン」をきっかけとして、学生課や
エクステンションセンターの取り組みに参加する学生が
増えたことを肯定的に語っている。
この点に関して、1年生と授業で向き合うなかでの学

生観の変化やつながりについての假野氏の語りを引いて
おこう。

假野：変わったというか、１年生ってやっぱいいなとい
うか（笑）。これはサブゼミも、この授業もそうなんで
すけど、何かきらきらしているというか、前向きなとい
うか。うちで今年度から、４月に１年生の就職ガイダン
スっていうのもやりだしたんですけど、そこ見ていても
そうだったんですけど、１年生ってすごい。（中略）
（だから）そこでこちらが間違うと、もう間違っちゃ

うなっていうのがあって。（中略）あんなきらきらして
た子が、みたいなことも、正直起こっちゃうなっていう
ので、やっぱ１年生がすごい大事なんだなっていうの
は、この授業も通してですけど、すごい思いますね。（中
略）
実は、先生の授業におじゃまして話していた、ちょう

どここ（正面）にいた、すごい一生懸命聞いてた男の子
がいて。たまたまその辺で会って、こんにちはーって言
われて…。工学部の機械工学科の子なんですけど、授業
に案内に行ったときに、一番また前に座ってて、「おお、
おった」みたいな感じで、そういうつながりが、たまた
ま彼がそういう明るい積極的な性格っていうのもあるん
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でしょうけど、そういう大学内で顔見知りというか、話
し合えるような関係っていうのは、ずっとあるといいな
と思いますね。

⑵ 教員・授業観の変化
インタビューのなかで4人が強調していたのが、授業

準備の大変さや授業における学生への対応の難しさとい
う点であった。そうしたなかで、実際に授業準備をした
り、学生対応をする教員側への認識も新たになったとい
う。たとえば、北嶋氏は以下のように述べている。

北嶋：正直１コマ、１コマもやってないと思うんですけ
ど、１時間ぐらいだと思うんで。で、正直かなり大変だっ
たなというふうに思いました。それを考えると、先生方
は大体１５コマですかね。（中略）１５コマ、体系的に教え
ているということを考えると、すごいことだなというふ
うに、率直に私は思いました。（中略）
学生が、その１時間バイトしとったほうがいいやって

いうふうなもの以上の価値は、やはり提供しないといけ
ないなと思っていたので、それを日頃から先生方がされ
ていると思うと、大変だなと正直思います。

また野田氏は学生への対応の仕方で、教員との共通点
を見出すことができ、教員との対応の仕方について考え
る機会になったという。

野田：学生さんに対するこういう授業とか話とか接し方
とかも一緒だと思うんです。それが先生方は一緒なん
だって気づけたところはうれしかったですし、またした
いなって思った次第ですね。（中略）
ためこんでもいかんし。思ったことは一度先生に投げ

かけるべきだなと思いましたし。しかも今日もそうです
けど、１回これ先生と話したから、こうあるべきとかそ
ういうものではなくて、また今度お会いしたときに、先
生こんなんもいいんじゃないですかとか、先生もこう
やったらだめだったよとかそう聞く中でまたマイナー
チェンジしていったりとか（できると思います）。

このように、実際に授業において教員と職員とが協働
することによって、職員側からの教員側への理解が促進
される。そうした意義づけを職員側がしていることがわ
かる。

⑶ 職員の能力開発
こうした意義を実感する中で、各部署の中でも「福大

生のためのキャリアデザイン」を実施することが、職員
側の能力開発の機会となるという認識が深まってきた
と、一瀬氏、假野氏、野田氏は語っていた。該当する語
りをそれぞれ引いておこう。

一瀬：授業の中に入らせていただくっていうこと自体
は、私個人としては今後はありかなと思うんです。逆に
若い職員とかもこういうふうなことを経験させること
で、自分の課をより深く知るっていうことと、学生に対
してのアプローチを一つ、自分の中に決めてもらえるっ
ていう部分もある。

假野：自分の部署とか自分のことを話すこともあるん
で、もちろん自分の業務の振り返りだったり、（中略）
やっぱしゃべる、アウトプットすると、どうしても、ちゃ
んとやらないといけないなと思います。（中略）事務職
員がしゃべる機会っていうのが限られてるんで、こうい
う機会に準備して臨むっていうのは、職員にとってはす
ごいいい機会になる。

野田：多分職員それぞれの性格、タイプだと思うんです
ね。話が上手でないと、好きじゃないとできないと思い
ますし、やっぱり上がる方もいますし、そういう意味で
事務職員の成長の場というか、関門の一つというか、こ
れを越えないと成長もないっていうぐらいの位置づけに
この授業をしていけばいいと思っていて。これって職員
研修の一環に入れてしまえばいいなと思っていて、ゆく
ゆく。

正課教育の授業自体を、職員の能力開発の場所として
意義づける。これも教職協働の1つの成果となりうるだ
ろう。もちろん、野田氏らが言うように、まだ明確な位
置付けがなされているわけではないが、授業における教
職協働という営みは、原理的にはOJTの場面になりう
るだろう。

4．おわりに

本稿では、教職協働のもう一方のアクターである事務
職員（以下、「職員」）の側は「福大生のためのキャリア
デザイン」をどのようにとらえているのだろうか、とい
う問いの解明を目的として、4人の職員へのインタ
ビュー調査をもとに、検討を行ってきた。4人のインタ
ビュー調査からは、「福大生のためのキャリアデザイン」
における教職協働について、位置づけならびに意義づけ
においても、概ね肯定的な評価がなされていることがわ
かった。
もちろん、本稿の分析には限界が多い。調査データは

4人と少数であり、より多くの関係者へのインタビュー
調査なども必要となるだろう。また、分析にあたっても
より適切な分析枠組みを構築してく必要があるだろう。
たとえば、インタビューのなかで、一瀬氏が述べていた
ように、教職協働のあり方は多様であってよいし、また
本来的に教職協働のあり方を考えるためには、事務職員
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の専門性と大学教員の専門性についての本格的な議論も
欠かせないであろう。こうした検討については今後の課
題としたい。
ただし一方で、4人が共通して、「福大生のためのキャ

リアデザイン」のような教職協働の取り組みをもっと広
げていくべきだ、と強調していた点は、大学における、
そして福岡大学における教職協働を考えるうえで、注目
すべきことだと考える。こうした方向性のうえで、私た
ち教員側も、研究面でも実践面でも、教職協働の取り組
みを促進していきたい。

第2部 教職協働による初年次キャリア教育の開発と実施の諸側面 ―19―

（9）



教職協働におけるティーチング・アシスタントの意義

渡 邉 晶 帆1

はじめに

本章ではこれまで「福大生のためのキャリアデザイ
ン」における教職協働の取り組みについて、大学教員・
大学職員の双方の役割について分析されてきた。しかし
本講義に関わるアクターのひとりとして授業補助員であ
るティーチング・アシスタント（以下、TA）も参与し
ていて、授業を運用するにあたって重要な役割を担って
いる。そこで本節では教職協働におけるティーチング・
アシスタントの役割について、授業実践をもとに整理し
ていく。

1．教職協働において TAに着目する必要性

教職協働とは「教員と職員とが目標を共有しつつ協働
して業務を遂行すること」（山本、2011）であり、近年
教職協働による教育実践の知見が蓄積されつつある。そ
の中で登場する主要なアクターとして教員・職員があげ
られるが、本稿では「複数の教育主体が大学教育に参与
する」という意味で、大学院生によるTAの存在に着
目したい。
今回TAに着目する背景について、2つの観点を示

す。
第一に、「学修者本位」の大学教育を目指す中で、教

育者（教職員）と学修者（大学生）の橋渡しをする役割
の必要性があげられる。2018年中央教育審議会答申「2040
年に向けた高等教育のグランドデザイン」では今後の高
等教育において「学修者本位の教育への転換」の必要性
が提起されており、多様な教育主体による教育体制の構
築が求められている。その中で、授業をサポートする役
割を担うTAは、より学生に根差した教育を展開する
中で活用可能性を秘めていると考える。TAは各大学の
設置規則によってさまざまな業務が考えられるが、学生
の理解度を高めるために授業内容の補助線を引くという
意味でTAが担いうる役割の効果は高いことが予測さ
れる。
第二に、教育界においてアクティブ・ラーニングが要

請される中で、ティーム・ティーチング体制で授業をお

こなう必要性があげられる。アクティブ・ラーニング（主
体的・対話的で深い学び）は2020年度以降実施される新
学習指導要領の中核的概念のひとつで、知識基盤社会に
おいて必要な課題発見・問題解決能力の育成のために必
要な観点として位置づいている。アクティブ・ラーニン
グを目指した授業実践のひとつにグループワークがあげ
られるが、議論をファシリテーションするにあたって対
応できる学生数には限界がある。小中高等学校において
学級規模縮小や教員配置の増員についてかねてから要請
されているが、大学においても大規模一斉授業がおこな
われている中でティーム・ティーチングの導入が求めら
れるだろう。そこで、大学においてアクティブ・ラーニ
ングを進める中でTAを含めたティーム・ティーチン
グ体制で授業づくりをしていく必要性は高いと考えられ
る。
以上に示したような学生の学びの一端を担う存在とし

てのTAの意義について、本節では「福大生のための
キャリアデザイン」における実践に基づいて整理するこ
とを目的とする。

2．TAの業務内容

北野（2006）によれば、日本におけるTA制度はア
メリカにおけるTA制度を模して導入されているが、
日本のTAは教育活動の補助的な業務を担っているの
に対してアメリカでは単独で授業をおこなう場合がほと
んどであるという。
日本におけるTAの意義について苅谷（2000）は以

下の4点を指摘している。
① 大学教員の指導・管理の下で、TAが授業改善に何
らかの形で貢献すること

② TAが教授能力を磨くことによって大学教員になる
ための訓練・準備の機会となること

③ 大学院生にとって財政援助の側面を有すること
④ 大学の財政面においてもコスト削減に貢献している
こと
加えて、1991年大学審議会答申においても「平成5年

度以降の高等教育の計画的整備について」においても「教

1 福岡大学大学院
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員の教育活動を補助し，学生に対するきめ細かな指導を
行うためには，ティーチング・アシスタントの積極的な
活用も期待される」と明記されている。以上のことから
TAは大学教育の一端を担う存在であることがわかる。
しかし実際のTAの活用方法は大学によって幅広

く、基本的には科目担当教員に使途が一任されているた
め、苅谷が「知的皿洗い」と表現するように、研究の時
間を割いて従事するに値しない場合も十分に考えられ
る。たとえば、学生との関わりが一切持てない事務的業
務に終止したり、TA自身の研究に直結しない授業に対
して研究活動に支障が出るレベルでの業務を担ったりす
ることが考えられる。この点については各大学・担当教
員が配慮すべき課題であろう。
福岡大学では業務内容について16項目（授業科目13項

目、授業関連外業務2項目）に区分されていて、勤務時
間は上限200時間、1日8時間以下・週20時間未満と定
められている。授業時間内業務としては「講義・実験・
実習・実技・演習等の教育補助」と「授業環境整備」の
2つが定められていて、授業時間外でも可能な業務とし
て、授業に際する教材作成等の準備作業や、学生への指
導補助・アドバイス、小テスト等の整理・採点補助など
が設定されている。

3．「福大生のためのキャリアデザイン」におけ
る TAのかかわり方

前項ではTAの業務内容についてつかむために概説
をまとめたが、本稿では特に「福大生のためのキャリア
デザイン」においてTAが果たした役割について整理
する。

⑴ 教育補助員としての役割
「福大生のためのキャリアデザイン」におけるTA

の業務について、授業の展開に対応して以下のように分
けることができる。
① 授業冒頭において、前時に回収したコメントシート
の意見・質問への応答

② 授業中のグループワーク・個人ワークのファシリ
テーション

③ 授業中の学生の迷惑行為（私語・居眠り等）への対
応

④ 授業中盤・終盤の補足説明
⑤ 授業後のコメントシートの回収・内容チェック、担
当教員への伝達

⑥ レポートの提出状況の把握、担当教員への伝達
加えて、前期の授業が開始する前に一度担当教員と合

同で会議をおこなって授業の到達目標や授業計画を確認
するとともに、必要に応じてゲストティーチャーとなる
大学職員との打ち合わせに同行したりしていた。また、

第2回には学生にノートテイクの方法を示すためにリア
ルタイムで授業ノートを作成し例として提示したり、第
15回の講義内でおこなった定期試験類題への回答例を提
示したりした。
以上のような業務は、授業を運用するうえで必要不可

欠とまでは言えないが、授業をより良いものにする工夫
として位置づいている。特に①②④については、教員が
伝えようとしていることを学生の理解度に即して伝達す
る橋渡しとして、より学生に近い存在であるTAの特
性が活かせる場面であるといえよう。

⑵ 2018年度 第8回講義「先輩に聞く大学生活の送り
方、大学での学び方」への参加
前項のような教育補助員としての業務のほかに、筆者

の福岡大学卒業生という立場を活かして、複数の在学
生・卒業生をゲストスピーカーに招いて開かれた講義
に、登壇者の一人として参加した。この時使用したパワー
ポイント資料については別途掲載している（著作権の関
係上、使用したイラストについて一部加工している）が、
福岡大学を卒業して研究者を目指しているひとつのモデ
ルとして、自身がどのような大学生活を送り、キャリア
選択をしてきたのか報告した。
この講義ではTAとしての通常業務を一部縮小して

参加したが、他の登壇者と異なり、授業内容と到達目標
をかなり意識した構成にした。特に筆者が意識的に組み
立てた点として以下のポイントがある。
① 全15回の講義で貫かれている「進学前」「在学中」
「卒業後」の時系列に即して構成する

② 「大学の学び」という点を意識して正課教育を主要
なキャリア選択要因として取り上げる

③ 「キャリアデザインの多様性」（2018年度シラバスよ
り）に対応するテーマを設定する

④ 履修者の学習状況を考慮して、「不本意進学」等の
既出の用語を用いる
これらの点については担当教員から特段の指示は受け

ていなかったが、授業の到達目標や学生観に根差した報
告内容の構成は、TAとして全講義に関与しているから
こそ意識できた点である。「福大生のためのキャリアデ
ザイン」のような正課内キャリア教育に、年齢的・発達
段階的に学生に近い存在であるTAが参加する有効性
のひとつを示すものとして、この講義における筆者の活
動は位置づくのではないだろうか。

4．教職協働において TAが関わることの効果

以上の「福大生のためのキャリアデザイン」における
TAの役割を踏まえて、以下ではTAが教職協働の取り
組みに関わることの効果について整理する。
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⑴ 教職員と学生の橋渡しとしての効果
これまでの実践の整理を通して、「複数の教育主体に

よって構成する」という意味での教職協働においてTA
のもたらした効果とは何だろうか。
前項でまとめた本講義におけるTAの業務のうち、

特に①の前回の授業内容の振り返り・質問への応答と④
の授業内容の補足説明が象徴的なように思われる。
前回の授業内容の振り返りにおいては、学生が異なる

解釈をしている場合は修正したり、より具体的な事例を
紹介して学生の理解を促したりしている。これは、学生
の理解度を高めるために、学生視点にたってどのような
点がわかりにくかったのか、教員の説明をどのようにか
み砕けばわかりやすいか、と言った点を意識して応答し
ている。また、授業中の補足説明においても同様に、授
業内で用いられた概念を具体的事例にたとえて説明した
り、前回までの授業と関連付けて整理しやすいようにし
たりなどを意識的におこなっている。職員をゲスト
ティーチャーに招いた講義については、学生時代このよ
うに当該機関を活用していた等の経験談を織り交ぜるこ
とによってイメージしやすいように心がけていた。この
ような業務は、教職員の言葉を「翻訳」して学生とつな
ぐ役割を果たしていたと考える。

⑵ 卒業生としてキャリア教育の現実味を高める効果
次に、教職協働でおこなわれているキャリア教育実践

において、TAが携わることによる効果についてまとめ
たい。「福大生のためのキャリアデザイン」は福岡大学
の1年次生を対象としたキャリア教育に関する科目であ
る。その中でTAが果たした役割は大きく2つに集約
できる。まず、キャリア教育実践の中で発せられるメッ
セージを、学生を取り巻く現実に即して言い換えたり留
保をつけたりするような「調整者」としての役割があげ
られる。そして、TA自身がキャリアモデルのひとつと
して、より具体的なアドバイスや経験談を伝達するとい
う「メンター」としての役割もある。このように学生に
対してよりリアリティのある具体的な存在として、本講
義におけるTAが位置づくのではないだろうか。

5．大学教育・教職協働に大学院生が携わる意味

ここまでで授業づくりにおいて、教職協働やキャリア
教育にTAが携わる意味を整理してきた。しかし、2．
で示したように、TA自身もメリットを感じられなけれ
ば「大学院生の学び」としてのTAは意味を持たない。
以下では、補論として大学院生がTAとして大学教育・
教職協働に携わる意味についてまとめる。
まず、大学におけるキャリア教育に携わることによっ

て、大学院生が自身のキャリア形成について振り返り、
今後の展望を描くことができるということである。特に

学部生のキャリアモデルのひとつとなることで、大学院
生が大学における学びを振り返り、今後どのように専門
的知識・技能を生かして労働に従事するか具体的に考え
ることができると考える。
次に、研究者として自身の学修成果のアウトプットの

場としてTAとしての業務に当たることができるとい
うことである。特に筆者の場合は、教育学・青年期教育
を対象として研究を進める中で、自らの学問的知見をア
ウトプットする場のひとつとして本講義は機能してい
た。
さらに、大学院生が今後大学教員として大学教育に携

わることを考えると、教育実践に関わった経験自体に意
味があるといえる。特に、「福大生のためのキャリアデ
ザイン」では、今後さらに機運が高まることが予測され
る教職協働の営みやキャリア教育実践に関わることは、
今後、教育者として大学に参与していく中で有用な経験
であろう。

おわりに

これまで、教職協働におけるTAの意義について、
年齢的にも発達段階的にも近いという観点から整理し
た。しかしTA研究としては課題が多く、福岡大学は
大学院を擁する大規模大学で人材に比較的余裕があると
いうことや授業担当教員との密接な関係性が構築できて
いたこと、TAとして幅広い業務が許容されていたこと
等は留意する必要がある。本稿でとりあげたような、TA
が大学における教育活動において果たす役割が認識され
ることで、より多くの教育主体による多様な大学教育の
デザインが可能になれば幸いである。
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大学・大学生の特性に対応した
初年次キャリア教育プログラムの開発（1）

―初年次教育とキャリア教育の連結―

植 上 一 希1

白 谷 美 紗 樹2

■研究の背景

■研究の計画・方法

■課題と方法

課題
効果的な大学初年次対象のキャリア教育プログラムを
開発するにあたって必要な観点を、実践を通して獲
得・確認し、プログラムの開発・改善を進めていくこ
と。

方法：アクション・リサーチ
研究者・調査者自身が、問題意識・課題意識のもと、
具体的に事業・実践を計画・実施し、その効果や課題
を検証し新たに理論構築を試みる。

■今までの研究成果

① IAVEG International Conference 2015
国際キャリア教育学会2015年大会シンポジウム
Assistance activities for the school-to-work transition
from the standpoint of rural areas in Japan
（邦題：地方都市から考える日本の学校から労働市場
への移行と支援）
（報告者：寺崎里水・植上一希・藤野真・丹田佳太）
地方型のキャリア教育の展開にあたっての論点提示
⇒地方大学においては、都市型のキャリア形成モデ
ルを前提としないキャリア形成支援が必要であ
り、有効であることを指摘。

②第66回九州地区大学教育研究協議会2017年
大学・大学生の特性に対応した初年次キャリア教育
（報告者：藤野真・植上一希・白谷美紗樹・渡邉晶
帆）
大学の共通教育としての初年次キャリア教育の意義と
課題

1 福岡大学 人文学部
2 福岡大学大学院
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第14回の授業の様子

⇒今後、大学における共通教育の役割が変わるなか
で、初年次キャリア教育が共通教育に果たす役割
があることを指摘。

③テキストの作成
『大学生になるってどういうこ
と？－学習・生活・キャリア形
成－』
（植上一希・寺崎里水・藤野真
大月書店、2014年）

■本報告の目的と構成

第1の目的：本報告が事例とする「福大生のためのキャ
リアデザイン」の概要の紹介。

⇒1．「福大生のためのキャリアデザイン」の構成
～2018年度のプログラムをもとに

第2の目的：「福大生のためのキャリアデザイン」のプ
ログラム開発・実施からみえてきた、とく
に重要な2つの観点について提起。

⇒2．大学・大学生の特性に応じたキャリア教育プロ
グラム開発の必要性

⇒3．「大学生になる」ことと「大卒後のキャリア」
を結びつける観点の重視～「社会化」という観
点

1．「福大生のためのキャリアデザイン」の構成
2018年度のプログラムをもとに

2．大学・大学生の特性に応じた
キャリア教育プログラム開発の必要性

⑴ キャリア教育の画一性・抽象性 ⇔ キャリアの多
様性・具体性
○大学におけるキャリア教育においてみられるものと
して…
・抽象的・一般的なキャリア形成をモデル
・従来型のモデル（日本型雇用～「標準的キャリア
形成」）

・都市部におけるキャリア形成をモデル

現在・将来の地方部におけるキャリア形成の多様性・
具体性をふまえたキャリア教育の必要性

⑵ 福岡大学生のキャリア形成の現実に対応するキャリ
ア教育プログラム開発
○考慮すべきこと
・九州・福岡の労働市場の実態と学生のキャリア形
成意識

・福岡大学に進学してくる学生、卒業生の社会階層
・福岡大学生に期待されている社会階層的視点
⇒プログラムについて
例）第2回 進学要求について

第14回 福岡・九州で働く大人たちと会って
みる

3．「大学生になる」ことと
「大卒後のキャリア」を結びつける観点の重視

⑴ 「社会化」という観点について重視する
○定義
「個人が集団や社会の成員として適合的な行動様式
を習得する過程」（『広辞苑』第7版）
「個人が他者との相互作用のなかで、彼が生活する
社会、あるいは将来生活しようとする社会に、適切
に参加することが可能になるような価値や知識や技
術や行動などを習得する過程」
（渡辺秀樹「社会化」森岡清美・塩原勉・本間康平
『新社会学辞典』有斐閣、1993年）

⇒初年次キャリア教育を開発・実施してくうえで重要
な観点として、「社会化」があるということを獲得・
確認。

⑵ 「社会化」という観点について重視する
○大学教育の基軸としての学術・学問と初年次教育・
キャリア教育との関係について～正課教育として初
年次キャリア教育をやる意味として

⇒「社会化」という概念を獲得して、自覚的に「社会
化」を行う主体を形成すること
大学における初年次教育・キャリア教育を貫く観点
になるのでは
授業例）
第1回「大学生になるってどういうこと」＝大学

という新しい社会に参入するということ
第4回「大学生活・大学での学習3～大学生の学

びの特質」
＝大学における学びの本質は言葉で世界を把握・
認識するということ

⑶ 「社会化」と初年次教育
○大学という社会に参入・定位していく自身を自覚化
するという課題
・大学という新しい「社会」の多面性を認識すると
いう行為（第5回、第9回など）
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・大学に参入する学生の多様性とそのなかでの自己
について自覚化する（第2回、3回など）

・大学への定位の在り方 大学教育・大学生活の活
用法（第7回、8回など）

・そのなかでティップスや大学適応という要素も加
えていく

⇒こうした学習を通して、「社会化」において不可
欠な社会認識・自己認識能力を獲得する

⑷ 「社会化」とキャリア教育
○大学卒業後、学生たちが参入・定位していく「社会」
・労働という「社会」について、その社会への参入
の仕方、大学の活用法の認識

（第10回、12回、13回）
・労働にとどまらないキャリア形成 様々な「社
会」の選択・「社会的役割」の認識と自己認識

（第11回）
・多様なキャリアモデルの認識と自己認識（第14
回）

⇒「社会化」という観点からのキャリア教育の展開
「社会化」概念を用いてキャリアデザインするこ
との有効性を獲得する

⑸ 「大学生になる」ことと「大卒後のキャリア」の連結
○大学における初年次教育とキャリア教育を結びつけ
る観点として「社会化」
⇒「社会化」という概念を獲得して、自覚的に「社
会化」を行う主体を形成すること

○それらを抽象的な作業ではなく、
「福大生になる」「福大卒後のキャリアをデザイン
する」
という具体的で必要性も高い課題に沿って、実践的
に実施していくことの意義と効果

まとめと今後の課題

○本報告の結論
初年次キャリア教育プログラムの開発に際して必要な
観点
①大学・大学生の特性に応じたプログラム開発
②初年次教育とキャリア教育を貫く観点としての「社
会化」

○今後の課題
プログラムの効果についての検証
「社会化」という観点を用いたプログラム開発のブ
ラッシュアップ
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他大学のキャリア教育

渡 邉 晶 帆1

はじめに

本項では、本学のキャリア教育について整理するうえ
で、他大学においてキャリア教育の実践事例について整
理する。
今回扱う事例については、三菱UFJ リサーチ＆コン

サルティング（2014）が厚生労働省の委託を受けて選出
し調査した先導的な事例を参考に、各大学の2020・2021
年度の大学案内や学部パンフレット等を参照する。

1．法政大学による各学部に対応したキャリア
教育

法政大学は日本で初めてキャリアデザインを専攻とす
る学部を設置した大学である。キャリアデザイン学部で
は、発達・教育キャリア、ビジネスキャリア、ライフキャ
リアの3領域に対応したスタッフが配置されており、専
任教員によるキャリア支援がおこなわれている。
中でも、全学的におこなわれているキャリア形成支援

の特徴としては、1年次の教養科目としてキャリア関連
科目が履修でき、そのうえで多くの学部・学科におい
て、学習内容に対応したキャリア教育に関する科目が設
定されているという点である。
まず、教養科目の中で「キャリアデザイン入門」（春

学期開講）と「キャリアデザイン応用」（秋学期開講）
の2科目が開講されていて複数の教員から選択できるよ
うになっている。これらの科目は1年次から受講でき、
複数の教員によって通年にわたって履修できるという点
が特徴である。それに加えて、各学部に対応した関連科
目を設定していて、「文学部生のキャリア形成」（文学
部）や「キャリアデザイン」（理工学部・生命科学部）
などのように、年次が上がるにつれて個々に対応した
キャリア教育に関する科目が置かれている。学部によっ
てはインターンシップを単位化している科目もあり、そ
れぞれの専門性に応じたキャリア教育がおこなわれてい
ることがわかる。
また、各キャンパスで設置されているキャリアセン

ターでは、学部教育との連関はさほど顕在化しておら

ず、独自に就職活動に有用なセミナー等を随時開催して
いる。

2．広島大学によるキャリアデザインセンター
を主体としたキャリア教育

広島大学は、全国の国立大学に先駆けて全学的なセン
ターを1998年に設置した。現在は、グローバルキャリア
デザインセンターとして改組しており、専任教員を置い
ている。このグローバルキャリアデザインセンターを中
心としてキャリア教育科目の開講から各種セミナーの開
催までおこなわれている。
広島大学の特徴としてあるのは、教養科目として1年

次から履修できる科目の多さである。2020年度の時点
で、6科目が開講されており、講義形式のものから個別
対応を基本とするもの、インターンシップを取り入れて
いるものまで幅広い。また、「大学教育入門」という講
義では、学生生活にかかわる具体的なトピックを扱うこ
とを通して、キャリアデザインに必要なスキルの獲得が
目指されている。
キャリア教育科目の授業内容は、「社会人基礎力」等

のスキルに関する知識を深めるものが多く、実務家教員
の講話を中心としたものも複数あることから、産業界の
要請に即した内容を展開しているものが多い。加えて、
インターンシップを1年次から体験できることなどから
より就職支援の色合いが強い授業となっていることが推
測される。そして3年次生以上になると、就職活動を具
体的にサポートするプログラムが、正課外でスタートす
る。

3．九州産業大学の正課内外での統合的なキャ
リア教育

九州産業大学では各学年に応じたキャリア教育科目・
セミナー等が設定され、段階的なキャリア教育がおこな
われている点が大きな特徴である。基礎教育センターに
て専任の教員を置いており、キャリア支援センターが提
供するセミナーとの関連を意識したプログラム構成をし

1 福岡大学大学院
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ている。1・2年次にはキャリア教育支援として「キャ
リア形成基礎論」と「キャリア開発論」、3年次にはよ
り就職支援の色合いを強めた「キャリア形成戦略」を開
講して、就職活動や卒業後の就労をより良いものにする
ことを念頭に授業が構成されている。その他、キャリア
支援センターでも細分化された多種多様なセミナーが開
かれていることから、正課内外においてキャリア形成支
援がおこなわれていることがわかる。
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（2014）によ

ると1年次開講の「キャリア形成基礎論」の受講率は94％
と高く、就職活動の動向や産業界の要請等の直接的に就
職活動に関わるような概要の理解に加え、大学での学び
との関連も意識させながら、「就職が決定する学生生活」
を送ることができるということを到達目標としている。
2年次開講の「キャリア開発論」以降は、就職活動でも
必要となるグループワーク等に慣れていきながら、方法
論について学んでいくという。

ここまで、実施主体別にわけて他大学のキャリア教育
について整理してきた。ほかにも扱いきれていない実践
事例があることは言うまでもないが、これまでの整理を
通して大学のキャリア教育の運用にはいくつかのタイプ
があることが推察される。
① 実施主体の違い（正課での学部担当教員／正課外で
のセンター職員／正課内外融合型）
② 就職活動への向かい方の違い（過程・内容論重視／
結果・方法論重視）
②の点については、本項で扱った大学については系統

的にキャリア教育プログラムを構成する中で徐々に結
果・方法論重視に移行する場合が多かったが、両輪でお
こなわれている可能性もある。たとえば、法政大学のよ
うに学部教育と正課外教育の連携が明確でない場合、正
課外教育において方法論を重視したレクチャーが中心と
なり、その分学部教育ではよりキャリア形成のプロセス
を重視した構成になる可能性がある。したがって②につ
いては、学年に応じて移行する場合と両輪でおこなわれ
る場合のパターンが考えられる。

〈参考資料〉

・三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング「厚生労働省
委託 大学におけるキャリア教育プログラム事例集」
2014年
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